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例　　言
１．本書は、三田市貴志に所在する貴志・下所遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、（一）黒石三田線交通安全施設等整備事業に先立つもので、阪神北県民局三田土木事

務所の委託を受け、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が平成16年度に確認調査、平成17年度

に本発掘調査を実施した。

３．整理作業は、阪神北県民局宝塚土木事務所三田事業所の委託を受け、平成21・22・23年度に兵庫県

立考古博物館にて実施した。なお、遺物写真については㈱地域文化財研究所に委託した。

４．調査は道路事業用に設置されている基準点を基に実施した。

５．標高は東京湾平均海水準を基準とした。

６．本書の編集・執筆は池田征弘が行った。

７　本書にかかる遺物・図面・写真などは兵庫県立考古博物館に保管する。

８．発掘調査および報告書作成にあたり、以下の方々の御援助・御指導・御教示を頂いた。記して深く

感謝の意を表するものである。

　　高島信之、広瀬時習、山崎敏昭
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第１章　調査の経緯
第１節　調査に至る経緯
　（一）黒石三田線は武庫川西岸を南北に結ぶ県道である。阪神北県民局三田土木事務所では三田市貴

志に所在する当該国道の交差点周辺において、右折レーンの設置、歩道の設置・拡幅など交通安全施設

等の整備を計画した。

　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所ではこの計画を受けて、阪神北県民局三田土木事務所より依

頼を受け、平成16年度・17年度に確認調査・本発掘調査を実施した。

１　確認調査（遺跡調査番号2004228）

　事業地内には周知の遺跡である貴志・下所遺跡（兵庫県遺跡番号200168）が所在し、すでに周辺では

三田市教育委員会によって９次に渉る調査が行われてきた。

　そこで、事業予定地内に幅2.0ｍ、長さ2.0ｍの調査区、８箇所を設定し、調査を行った（調査担当：

深井明比古、調査面積：32㎡）。

　調査の結果、交差点付近の１〜５Tでは古代〜中世を主体とする遺構や遺物包含層が検出された。南

側の６〜８Tでは遺物が若干出土したものの、遺構は検出されず、微高地縁辺部の沖積地と考えられた。

以上の結果から、県道以東にも遺構が続くことが明らかとなった。

３　本発掘調査（遺跡調査番号2005122）

　本発掘調査は交差点の南北延長約105ｍの範囲を対象とした（調査担当：吉識雅仁、池田征弘、調査面積：

375㎡）。調査区は道路及び水路によって４地区に区切られた（南からA-1区・A-2区・B-1区・B-2区）。

　遺物を包含する層までを重機により掘削し、以下を人力により掘削し、調査を進めた。遺構面は一部

で２面確認された。検出された遺構については写真の撮影、実測図の作成などを行った。ただし、空中

写真撮影及び測量は実施していない。

第３節　整理作業の経過
　出土品整理事業は平成21・22・23年度に行った。調査で出土した遺物（281入りコンテナにして土器

26箱・金属器６点・石製品約2000点・木器１点）は、当博物館にて水洗い・ネーミング・接合・復元・

実測・拓本・写真撮影などを行い、遺構図および遺物実測図についてトレース・レイアウトを行った。

　作業は整理保存課菱田淳子（平成21年度）・岡田章一（平成22年度）・山本誠・深江英憲（平成23年度）

の補助のもとに調査第２課池田征弘が担当した。金属器の保存処理作業は整理保存班岡本一秀が担当し

た。写真撮影については㈱地域文化財研究所に委託した。

　また、上記の作業にあたっては下記嘱託員の協力を得た。

岡崎　輝子　　池田　悦子　　眞子ふさ恵　　三好　綾子　　奥野　政子　　嶺岡　美見

藤池かづさ　　平宮可奈子　　吉田　優子　　長濱　重美　　前田恵梨子　

第２節　調査の経過
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第1図　周辺地形図（平成10年）

０ １０００ｍ ０ １０００ｍ 
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第2図　周辺地形図（昭和49年）

０ １０００ｍ ０ １０００ｍ 
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第２章　位置と環境
第１節　地理的環境
　三田市の地理と地形

　貴志・下所遺跡の所在する兵庫県三田市は県南東部の内陸部に位置している。西は加東市・三木市、

北は篠山市、南は神戸市、東は宝塚市・猪名川町に隣接し、旧有馬郡の北半部を占めている。面積210㎢、

人口11万人である。大阪湾より内陸に約25㎞で、大阪方面よりJR福知山線、国道176号線、中国縦貫自

動車道を通じて近畿舞鶴自動車道が通り、丹波方面への幹線交通路となっている。

　市域の大部分は山地形であるが、その中央部には２級河川武庫川が南北に流れ、その周囲に平地部が

広がり、三田市の中心市街地（本町）もこの部分に位置している。また、武庫川東西の丘陵部には多く

の武庫川の支流が流れ、谷地形が形成されている。

　武庫川東側の丘陵は比較的切っ立った丘陵であるのに対して、西側の丘陵は比較的なだらかで、多段

段丘を呈している。この差は後の土地利用の差にも表れ、武庫川西岸の丘陵部は、1980年代以降大規模

なニュータウン開発がおこなわれ、旧来の景観を大きく変えている。

　貴志・下所遺跡の地理と地形

　貴志・下所遺跡は三田市中心市街地の北西約２㎞、武庫川西岸の平地部に位置している。この平地部

は南北1.5㎞、東西1.0㎞の範囲に広がっている。西側丘陵裾部より平地部中央やや東寄り部分までは緩

やかな緩斜面を呈し、武庫川寄りの部分のみ平坦な氾濫原となっている。対岸を含めて、同様な状態で

あり、河道の頻繁な変化が認められる。そのため第１・２・４図を比べて分かるように、近現代におい

ても河川改修が継続して行われている。

　平地部のうち西側の緩斜面部は、武庫川の氾濫の影響を受けない比較的安定した地形と考えられる。

この部分にはN25°Wの条里地割が広がっている。また、この部分の細かい扇状地状の微高地に沿って、

貴志遺跡、貴志・樋戸遺跡、下深田・城戸遺跡、下深田遺跡などが並び、その最北端に貴志・下所遺跡

が位置している。

第２節　歴史的環境
　三田市中心部付近の遺跡は、武庫川の氾濫の影響を受けにくい平地部、平地部に面した丘陵部などに

分布している。細い谷筋や丘陵奥まで遺跡は分布していないようである。

　旧石器時代

　有鼻遺跡でナイフ形石器・台形石器・刃部磨製石斧など、天神遺跡でナイフ形石器・翼状剥片・刃部

磨製石斧が出土している。溝口遺跡では石器ブロック６ヶ所と礫ブロック１ケ所が検出され、石器は

1121点出土し、後期旧石器時代前半と考えられている。

　縄文時代

　武庫川流域では12ヶ所の遺跡が確認されているが、近辺では西岸丘陵部で平方遺跡・有鼻遺跡・梶下ヶ
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谷遺跡・下西山遺跡で遺構・遺物が確認されている。平方遺跡・下西山遺跡・有鼻遺跡では有舌尖頭器

が出土しており草創期の遺跡が存在したことが推定されている。梶下ヶ谷遺跡では落とし穴27基が検出

第3図　周辺微地形図
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第4図　周辺遺跡地図
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され、中期以前のものと考えられている。有鼻遺跡では後期の土器が出土し、後期に至るまでの石器が

出土している。低地に位置する対中遺跡では弥生時代前期の溝から晩期の土器が出土している。

　弥生時代

　前期の遺跡は明瞭でなく、対中遺跡で溝が検出され、水田の存在が推定されている程度である。その

他、前期末〜中期初頭の土器が検出されているのみである。

　中期初頭（Ⅱ期）には三輪・餅田遺跡、三輪・宮ノ越遺跡などで溝、土坑などが認められ、中期中葉

（Ⅲ期）には古城遺跡で方形周溝墓、貴志遺跡では住居跡が検出されている。

　中期後葉（Ⅳ期）には遺跡数が爆発的に増加する。貴志遺跡、三輪・餅田遺跡、福島・長町遺跡、川

除遺跡では住居跡が検出され、天神遺跡では環濠と考えられる溝や方形周坑墓が見つかっている。下深

田遺跡でも大溝が検出されている。また、武庫川西岸の丘陵部では有鼻遺跡、中西山遺跡、平方遺跡、

西山遺跡、奈カリ与遺跡、下深田・大山遺跡などの高地性集落が数多く調査されている。

　後期（Ⅴ期）には遺跡数が減り、後期前半では下深田遺跡、三輪・餅田遺跡、川除遺跡で土器が出土

しているのみである。後期後半では天神遺跡、貴志・樋戸遺跡、川除遺跡で住居跡が検出されている。

平唐山墳墓群では後期後半から古墳時代初頭の方形周溝墓や円形台状墓、川除遺跡では弥生時代末の円

形周溝墓が検出されている。

　古墳時代

　前期には川除遺跡で26棟もの竪穴住居跡などで構成される集落が検出されている。奈良山古墳群では

先行する方形台状墓に引き続き、円墳が築かれている。

　中期については古墳が見つかっておらず、集落も貴志・下所遺跡で住居跡が見つかっているのみであ

る。

　後期には多くの遺跡の存在が知られる。集落遺跡には川除遺跡、貴志・下所遺跡、貴志・樋戸遺跡、

平方西遺跡などが知られる。平方遺跡では須恵器窯跡とその工房が検出されている。古墳は５世紀後葉

に川除古墳群、萬代古墳群、６世紀前葉に芳ノ塚古墳群、五良谷古墳群、西山古墳群、有鼻古墳群など

がある。これらのうち、西山第６号墳は三田市域で最初に造られた前方後円墳で、金銅製冠や金銅製飾

金具を持つ大刀などが副葬されている。６世紀後半には武庫川東岸の福島古墳群、上野ヶ原古墳、武庫

川西岸の中西山古墳群において横穴式石室を埋葬施設とする古墳が認められ、周辺と比べてやや導入が

遅れている。また、平方古墳群、西山古墳群では横穴式木室を埋葬施設としている。

　７世紀に入ると福島古墳群、青龍寺裏山古墳群、奈良山古墳、西山古墳群、奈カリ与古墳などが認め

られる。横口式石槨の影響を受けた奈良山第12号墳や奈カリ与古墳のような特徴的なものが含まれてい

る。集落については武庫川西岸の丘陵部において下西山遺跡、西山遺跡、梶下ヶ谷遺跡、奈良山遺跡な

ど鍛冶遺構を含む工房跡が検出されている。

　古代

　古代において当地域は摂津国のうち有馬郡大神郷に含まれるものと思われる。屋敷町遺跡内では８世

紀初頭頃に創建された金心寺跡廃寺が存在する。西側に隣接する西山・芳ノ塚遺跡では掘立柱建物跡20

棟、井戸５基などが検出されている。金心寺跡廃寺は群内で唯一の寺院跡であり、当地域の中心的な位
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置を占めている。対中遺跡では掘立柱建物跡、井戸などが検出され、銅製丸鞆、銅製容器などが出土し

ている。貴志・下所遺跡では銅印、緑釉陶器、初期貿易陶磁、皇朝十二銭などが出土しており、一般集

落とは異なる様相がうかがわれる。

　中世

　対中遺跡、川除遺跡で在地領主クラスの建物群が検出され、西山・芳ノ塚遺跡では屋敷区画や屋敷墓

が検出されている。貴志・下所遺跡では白磁を副葬する木棺墓が検出されており同様なクラスの集落の

存在が想定される。下深田・城戸遺跡では鎌倉時代の建物跡が検出されており、これを引き継いで方１

町の方形居館跡である稲田館跡が形成されると考えられている。

　平安後期には皇室領として貴志庄が見え、南北朝期にはその一部が足利義詮によって大友氏時に与え

られている。また、この地には文治２年（1185）関東御家人に加えられた貴志氏が存在し、南北朝期に

その活動が知られている。

主要参考文献
三田市まちづくり部生涯学習支援室生涯学習課市史編さん担当『三田市史　考古資料編』2010年



− 8 − − 9 −− 9 −

第３章　調査の成果
第１節　調査の概要
　貴志・下所遺跡の位置

　貴志・下所遺跡は武庫川西岸の西側約70ｍに位置し、標高151ｍ前後で、現河床よりは約2.5ｍ高い。

三田市中心市街地の北西には武庫川の東西にやや広い平地が広がっている。東岸部は谷底平野が広がって

いるが、西岸部は低位段丘が占める割合が高い。貴志・下所遺跡は、この低位段丘の北端部に位置してい

る。貴志・下所遺跡の北側には、標高170ｍの低丘陵（中位段丘）が武庫川に向かって東側に延びている。

　

　貴志・下所遺跡の調査区（図版１）

　貴志・下所遺跡は丘陵部から延びる微高地上に位置し、東西400ｍ、南北300ｍの範囲に広がっている。

これまでに三田市教育委員会によって９次にわたる調査が行われ、古墳時代から中世にかけての遺構・

遺物が検出されている。今回の調査地は遺跡の東端部に位置している。

　調査対象地は（一）黒石三田線の東側に隣接し、南北の延長は105ｍに及ぶ。調査区は（一）黒石三

田線から東側に延びる道路によって南北に分かれ、さらにそれぞれが用水路によって２つに分割された

ことにより、南よりA-1区・A-2区・B-1区・B-2区と分けて調査をおこなった。

　層序（図版５・９）

　現状は水田で、調査前に表土は20〜30㎝程度既に除去されていた。Ａ区では遺構検出面までの層序は

表土（１層）・床土（２層）、中・近世の堆積層（３層・A-2区４層）、平安時代〜中世の包含層（５層）

で、表土からの深さは40〜50㎝である。部分的には奈良〜平安期の土壌化層（６層）が残存する部分が

ある。ベース面は黄色系のシルト質極細砂であるが、調査区の東側に向かっては旧河道の埋没層が複雑

に入り組んでいるようで、埋没時の最上面にわずかながら古墳時代の土器が含まれている。

　Ｂ区では表土下に厚さ30〜40㎝の水田土壌層（３〜６・７・９層）が堆積し、明黄褐色のシルト極細

砂層がベース面である。南部の谷部は古墳時代中期までにある程度土が堆積した後に柱穴が設けられ、

完全に埋没してから中世の遺構が設けられている。

　調査の概要

　検出された時期は古墳時代と平安〜鎌倉時代である。古墳時代では谷状の湿地の部分（B-2区）で祭

祀を行った時の須恵器・玉類が多数出土した。平安〜鎌倉時代では若干の溝、柱穴以外に目立った遺構

は検出されなかったが、邢窯・定窯系白磁、緑釉陶器、皇朝十二銭など希少な遺物が出土している。

１　概要（図版３・４、写真図版２・３）

　A-1区は最南端の調査区である。奈良時代〜中世の遺構検出面は標高149.5ｍ前後の平坦な面で、わず

かに南東に向かって傾斜している。調査区の延長15ｍの内、遺構が検出されたのは北側６ｍの西側寄り

のみである。検出された遺構は柱穴のみで、それ以外の部分には水田土壌が広がっている。

第２節　A-1区の遺構と遺物
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　奈良・平安時代の土壌化層を除去すると、東側に向けて急激に落ち込む旧河道が認められた。ただし、

落ち際の埋土最上層からは古墳時代の土器が出土しているものの、その下の層から遺物が出土しなかっ

たことから、調査区北端部以外は掘削を行わなかった。

　遺構から出土した土器はなく、包含層からは奈良時代〜中世の須恵器・土師器・丹波焼・青白磁など

が出土している。

２　遺構（写真図版２・３）

　検出された遺構は柱穴７基程度のみである。調査区の西北部でのみ検出されていることから、建物は

復元できず、西側に向かって建物が延びている可能性が高い。いずれの柱穴からも遺物は出土しなかっ

た。比較的大きいものは径80〜60㎝の方形気味のもので、柱根の直径は20㎝程度である。埋土は褐色土

である。Ｐ01では柱部分のみが、20㎝ほど沈んでいる。径40〜20㎝程度のものは、埋土は褐色土のもの

と灰色土のものがある。

　出土した遺物には土器・陶磁器などがある。いずれも包含層から出土したものである。

　土器・陶磁器

　須恵器・土師器・丹波焼・青白磁などが出土している。いずれも包含層から出土したもので、土師器

については小片のみしか出土していない。

　包含層（図版18、写真図版13）

　１は須恵器杯Aである。底部外面は回転ヘラ切り未調整である。２〜４は須恵器杯Aの底部と思われ、

１と同様に底部外面は回転ヘラ切り未調整である。４の底部には判読できないが墨書が存在する。

　５〜７は須恵器杯Bである。底部外面は回転ヘラ切り未調整である。５・６の高台はやや内湾する形

態を呈している。７の高台は低く、体部もやや碗形に開いている。

　８〜12は須恵器碗である。８・９は突出した平高台で、底部は回転ヘラ切りである。９はさらに軽く

ナデが施されている。10〜12は底部が回転糸切りである。10・11は見込みにわずかな凹みを有している。

　10は器高4.7.㎝、12は器高4.4.㎝である。

　13は須恵器皿である。やや高い輪高台をもち、底部は回転ヘラ切りである。口縁部が外反している。

　14は須恵器杯B蓋である。天井部外面は回転ヘラ切り後ナデが施されている。

　15は丹波焼擂鉢である。口縁端部はつまみ上げる形態で、内面に１本引きの擂目が入れられている。

３　遺物
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　16は青白磁小壺である。肩部に文様を有し、口縁端部のみ露胎である。

１　概要（図版３・４、写真図版２・４）

　奈良時代〜中世の遺構検出面は標高149.5ｍ前後の平坦な面で、わずかに北東に向かって傾斜してい

る。A-1区と同様の奈良・平安時代の土壌化層はほとんど存在しないが、流路の埋没の前後で遺構の時

期は分かれる。上層は奈良時代以降と考えられ、柱穴、溝が検出されている。下層は古墳時代と考えら

れ、掘立柱建物跡、柱穴、土坑、流路が検出されている。

　掘立柱建物跡の柱穴、土坑、流路などの遺構からはわずかながら古墳時代の土器、包含層からは平安

時代前後の土器や銅銭が出土している。緑釉陶器や皇朝十二銭の神功開寶の出土などが注目される。

第３節　A-2区の遺構と遺物

２　遺構
　検出された遺構には掘立柱建物跡、柱穴、土坑、溝、流路などがある。奈良時代以降と考えられる上

層では柱穴、溝、古墳時代と考えられる、下層では掘立柱建物跡、柱穴、土坑、流路が検出されている。

　SB01（図版６、写真図版５）

　調査区北部で検出された掘立柱建物跡で、南北棟である。規模は桁行２間（3.0m）、梁行１間（北側1.8m、

南側2.1ｍ）で、平面形は南側の梁行が長い台形を呈している。建物の方位はＮ70°Ｅである。P06より

須恵器高杯（17）・甕、P07より土師器壺、P08より土師器細片、P09より土師器不明（18）、P10より土

師器細片が出土している。出土遺物からみて古墳時代後期と考えられる。

　柱穴

　柱穴（遺構内のものを除く）は調査区北部を中心に約30基検出された。埋土から遺物が出土してい

るのは６基のみで、遺物はいずれも小片である。中世に属するのはP01、P04、奈良時代に属するのは

P02、古墳時代に属するのはP03、P05、P16である。また、流路上で検出されたものは上層に属する。

　上層に属する柱穴には、間隔は不均等で並びも不揃いであるが、東西に一列に並んでいる部分もある。

畦畔の可能性が考えられる。

　調査区西端部で検出された柱穴は径50〜60㎝と大きく、A-1区で検出された大型の柱穴と同様のもの

と考えられ、西側に建物が展開するものと思われる。

　SK01（図版６、写真図版５・６）

　調査区北部で検出された浅い落ち込み状の土坑である。下層に属する。南北5.5ｍ、東西1.9ｍの平面

舟形で、その中央の西側が1.5ｍ突出している。深さは南北に長い部分で20㎝、西側突出部で10㎝である。

南北に長い部分では南北に並んで柱穴が２基（P15・16）検出されている。P15はSB01P06に切られて

いる。柱穴間の距離は1.6ｍである。柱穴の径は50〜30㎝、深さは45㎝である。柱根の痕跡の太さは20

〜16㎝で、いずれも柱根の材が残存していた（W1）。西側突出部には炉と考えられる、浅い土坑が存在

する。土坑は径26×18㎝の楕円形で、深さは３㎝弱である。坑内が赤く酸化している。埋土からは須恵

器甕、土師器高杯（19）・甕が出土している。
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３　遺物
　出土した遺物には土器・陶磁器・金属製品などがある。柱穴・土坑・溝・流路などの遺構から出土し

たものはわずかで、ほとんどが包含層から出土したものである。

　土器・陶磁器

　須恵器・土師器・緑釉陶器・青磁などが出土している。土師器には小片のみしか出土していない。

　SB01（図版18、写真図版14）

　17は須恵器無蓋高杯である。口縁端部はつまんで、細くなっている。P06から出土した。

　18は土師器不明品である。板条の製品で、表裏両面ともハケ目が施されている。片面にはヘラ描きの

直線が認められる。P09から出土した。

　溝

　調査区北端部で南北方向の溝が３条（SD01〜03）並んで検出されている。流路埋没後に設けられ、

上層に属する。上層の柱穴列と切り合いは不明瞭である。溝間の間隔は約２ｍである。溝の幅は約30㎝、

深さは10〜５㎝である。SD01から土師器・須恵器の細片、SD02から須恵器蓋杯の破片が出土している。

　流路（写真図版６）

　調査区北東部で検出された南北方向の流路である。下層に属する。幅3.5ｍで、西肩からの深さは55㎝、

東肩からの深さは24㎝である。埋土下層から土師器高杯（20）・壺（21）が出土し、埋土最上層には古

墳時代の須恵器杯蓋（22）、奈良時代の須恵器が含まれている。
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　SK01（図版18、写真図版14）

　19は土師器高杯である。有稜高杯の杯部である。杯部の口縁部外面はタテハケ、底部外面はナデが施

され、内面は磨滅している。口縁端部はつまんで、細くなっている。埋土から出土した。

　流路（図版18、写真図版14）

　20・21は流路最下層で、まとまって出土したものである。22は上層埋土から出土したものである。

　20は土師器高杯である。表面の磨滅により、残存状況は良くない。口縁部が外反する有稜高杯で、脚

裾部は水平近く開いている。

　21は土師器小型丸底鉢である。口縁部外面はヨコナデ、口縁部内面はハケ、体部外面はナデ、体部外

面はヘラナデが施されている。

　22は須恵器杯蓋である。天井部のヘラケズリの範囲は広い。

　包含層（図版18、写真図版14・15）

　包含層からは奈良・平安時代から中世の須恵器、土師器、緑釉陶器、青磁が出土している。土師器に

ついては小片のみしか出土していない。

　23・24は須恵器杯Ｂである。底部は回転ヘラ切り後ナデが施されている。

　25は須恵器碗である。底部は突出した平高台で、回転ヘラ切り後ナデが施されている。

　26は須恵器皿である。平底で、口縁部は内弯する。底部は回転ヘラ切りと思われる。

　27は須恵器皿と思われる。底部外面は回転ヘラ切り後、底部縁のみナデが施されている。

　28は須恵器皿である。輪高台をもち、口縁部が外反する。

　29は須恵器杯B蓋である。天井部は板状で、天井部外面は回転ヘラ切りが施されている。つまみの頂

部はゆるやかに盛り上がっている。

　30は須恵器風字硯である。脚下端に滑り止めの切れ込みが入れられている。

　31は須恵器長頸壺である。口縁部は端部付近で大きく開いている。

　32は須恵器底部である。丸底の底部に輪高台をもつ。底部外面は回転ヘラケズリが施され、底部内面

には自然釉が掛かっている。

　33は須恵器鉢である。胴張りの体部に、外傾する口縁部をもっている。

　34は須恵器捏鉢である。口縁端部は丸味をもち、外縁部が拡張する。内外面は回転ナデが施され、内

面には斜め方向の仕上げナデが施されている。

　35は緑釉陶器碗である。口縁端部が外反する。焼成は須恵質で、釉色は5GY3/3である。

　36〜39は緑釉陶器底部である。36は平高台である。焼成は軟質である。釉はほとんど剥落し、内底面

にわずかに残る。釉色は10GY5/4〜10GY7/4である。37は蛇の目高台である。焼成は須恵質で、施釉は

認められない。素地の可能性がある。38は削り出しの輪高台で、高台内の削りが浅い。焼成は軟質で、

釉色は10Y8/6である。高台部の施釉は剥落のためか確認できない。39は削り出しの輪高台で、高台脇

の削りは雑である。焼成は硬質であるが、還元は弱い。施釉は薄く、畳付・高台内には施釉されていな

い。釉色は5GY7/4である。

　40は緑釉陶器壺である。頸部の破片と思われる。表面はほとんど剥落・磨滅している。内面下半の調

整は粗い。焼成は軟質である。施釉は内外面ともほとんど剥落し、釉色は10GY5/6である。
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１　概要（図版７・８、写真図版７）

　北側はB-2区との間に用水路が通り、交差点部が北東方向に突出しているため、調査区は非常に狭い。

表土下には極細砂・シルト層が認められ、水田として利用されながら土が厚く堆積していったようであ

る。現地表から約１ｍ下の上層検出面直上には複雑に土層が堆積していることからみて、洪水の影響を

受けやすい状態だったものと思われる。

　上層検出面は標高149.3ｍ前後の平坦な面で、西側がわずかに高い。この面では畦畔が検出されたの

みである。

　畦畔より東側の水田土壌層を除去した面が下層検出面である。西端の幅１ｍの部分だけ高く、東側は

１段下がっている。低い部分の標高は149.0ｍ程度で、全調査区のうち標高が最も低い。面上では不整

形の土坑（SK01〜03）が検出されているのみである。

　遺構・包含層を含めて出土した遺物は非常に少ない。須恵器・土師器・鉄滓などが出土している。

第４節　B-1区の遺構と遺物

　41は緑釉陶器香炉である。体部下位から高台にかけての部分である。高台には透かし孔の一部が認め

られる。他例からすると透かし孔の形状は横向きの水滴形もしくはハート形と考えられる。焼成は須恵

質である。全面に施釉がなされ、釉色は5GY6/2である。

　42は青磁碗である。龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類である（森田・横田1978）。

　木製品（図版29、写真図版27）

　W1はSK01内のP16に残存していた柱材である。辺材で、下端部の径は16.7㎝×10.8㎝である。

　金属製品（図版29、写真図版27）

　包含層から銅銭が２点出土している。M1は皇朝十二銭のうち天平神護元年（765）初鋳の神功開寶で

ある。M2は唐武徳４年（621）初鋳の開元通寶である。裏面の孔下に月がある。

２　遺構
　検出された遺構は上層では畦畔、下層では土坑である。

　畦畔（図版10、写真図版７）

　調査区中央やや西寄りで検出された南北方向の畦畔である。上層に属する。南北端とも調査区外であ

る。幅は70〜50㎝で、高さは８㎝である。畦畔上及びその周辺には杭が30基弱打たれている。

　土坑（写真図版７）

　土坑は３基検出された。下層の低い部分に位置している。SK01は直径70㎝の平面円形で、南部は調

査区外である。深さは25㎝程度である。埋土からは土師器壺の破片が出土している。SK02は長150㎝以

上の平面不整形で、北部は調査区外である。深さは20㎝程度である。埋土からは平安時代の須恵器皿片、

土師器片が出土している。SK03は長150㎝以上の平面不整形で、北部は調査区外である。深さは15㎝程

度である。坑内からは径20㎝程度の被熱を受けた礫や平安時代の須恵器碗（底部ヘラ切り）の破片が出
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土している。

３　遺物
　遺構・包含層を含めて出土した遺物は非常に少ない。上述のとおり土坑から若干の遺物が出土してい

るが、いずれも小片のみである。包含層から出土した遺物も比較的残存状況の良いもののみ図示する。

　土器・陶磁器

　須恵器・土師器が出土している。土師器については小片のみしか出土していない。

　包含層（図版19、写真図版15）

　43は須恵器碗である。体部下端に墨書が認められるが、字の判読はできない。

　金属製品（図版29、写真図版27）

　M3は碗形滓である。直径12㎝程度に復元され、重量は355ｇである。表面には２㎜以下の気泡が認め

られ、磁着は弱い。

１　概要（図版７・８、写真図版８・９）

　B-1区とは素掘りの用水路を挟み、４ｍ隔てて北側に位置している。調査区の延長は40ｍと長いが、

南端部を除いて、幅は３ｍ以下と狭い。

　表土下の水田土壌層を20㎝除去すると、上層の遺構面に至る。調査区北端から６ｍ付近の標高が

150.0ｍと全調査区のなかで最も高く、北端から13ｍ北側に位置する畦畔を境に南側は10㎝ほど低くなっ

ている。上層では溝、柱穴、畦畔が検出されている。

　調査区南部では上層面の下層に谷状の地形が入り込んでいる。谷底は上層面より50㎝ほど低い。谷の

下層は湿地状の堆積で、古墳時代の土器・玉が多く出土している。この谷が30㎝程度埋まった段階で、

柱穴が認められる。調査区南東隅で検出された溝はこの谷部よりは新しいものである。調査区北端部は

北側に傾斜しているが、埋没の時期はよく分からない。

第５節　B-2区の遺構と遺物

２　遺構
　検出された遺構は上層では柱穴、溝、畦畔、下層では柱穴、溝、谷部である。

　柱穴（図版12、写真図版８）

　柱穴は上層・下層で検出されたもの合わせて60基程度検出された。南部では明らかに谷部埋没以後（中

世）のものと埋没途中（古墳時代後期）のものに分かれる。谷部以北では同一面で検出されたため、ど

の時期に属するものかははっきりしない。柱穴から出土した土器は細片が多い。中世の土器は出土して

おらず、古墳時代の土器が出土したものがある。P16からは臼玉１点が出土している。

　下層の谷部では柱穴が南北に並んだように見える部分も存在する（図版12）が、柱穴の深さは不均一

である。
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　溝

　溝は調査区中部で２条（SD01・02）、調査区南端部で３条（SD03〜05）検出された。いずれも東西

方向を向き、西から東へ流れるものと考えられる。

　SD01（図版10）

　調査区中部で検出された東西方向の溝である。東西は調査区外で、南側のSD02を切っている。幅85㎝、

深さ25㎝で、断面は緩いＵ字形である。埋土から須恵器碗（46）と土師器破片が出土している。

　SD02（図版10）

　調査区中部で検出された東西方向の溝である。東西は調査区外で、北辺はSD01に切られている。幅

80㎝程度と推定され、深さ17㎝である。断面は緩いＵ字形である。埋土から須恵器碗（47）と土師器破

片が出土している。

　SD03（図版11、写真図版10）

　調査区南端部の上層で検出された東西方向の溝である。東西は調査区外で、南辺はSD04に切られて

いる。南側に弧状に曲がりながら東側へ延びている。幅は180〜140㎝程度と推定され、深さは45㎝であ

る。断面は逆台形である。溝底には径20㎝以下の礫が敷き詰められている。東部の北側では径25㎝以下

の礫が肩から崩れ落ちたような感じで出土している。彎曲部の攻撃面の護岸として用いられたものと思

われる。埋土から須恵器碗（48）・壺・甕（49）、土師器破片が出土している。

　SD04（図版11）

　調査区南端部の上層で検出された東西方向の溝である。東西と南端は調査区外で、北辺のみが検出さ

れている。SD03の南辺を切っている。深さは35㎝である。埋土から須恵器破片、土師器破片が出土し

ている。

　SD05（図版12）

　調査区南端部の下層で検出された東西方向の溝である。ただし、下層の谷部のベース面より20㎝程高

い位置で検出されていることから、谷部の埋没途中に設けられたものと考えられる。西端・南端は調査

区外で、北辺のみが検出されている。東端は全体的に落ち込んでいる。深さは40㎝である。埋土から須

恵器杯Ｂ蓋（50）・鉢（51）・破片（52）、緑釉陶器碗（53）、土師器破片が出土している。

　畦畔

　調査区中部で検出された東西方向の畦畔である。調査では幅60〜40㎝の変色部を確認したにとどまる。

断面では幅1.4ｍ、高さ25㎝程度の盛り上がりが確認できる。層位的に溝、柱穴よりは新しい時期のも

のと考えられる。この畦畔に対応する土壌層は２・３層ほど確認でき、畦畔は盛り上げながら長期間利

用されたものと考えられる。



− 18 − − 19 −

３　遺物

　谷部（図版13〜17、写真図版10〜12）

　調査区の南部の下層面は西から南東方向に開く谷状の落ち込みを呈している。南端部はSD05に切ら

れている。北側の平地部と谷部との比高は約50㎝である。谷部内では南部と北部で遺物が集中して出土

する箇所が存在している。

　南部では須恵器・土師器などとともに滑石製臼玉が多量に出土している。須恵器・土師器は南北４ｍ、

東西４ｍの範囲のベース面より上30〜15㎝の位置で検出されている。祭祀を行った跡と考えられる。

　土器の出土箇所は大きく西・中・東・北の４つの群に分かれる。西群は谷の西岸より約２ｍ東付近に

位置している。土師器甕１点（95）、土師器椀１点（93）以外は須恵器である。須恵器には杯身３点（61・

65・66）、杯蓋２点（55・59）、有蓋高杯３点（73・75・77）、高杯１点（79）、高杯蓋２点（69・71）な

どがある。中群は谷の西岸より約2.8ｍ東付近に位置する。須恵器には杯蓋１点（57）、高杯１点（74）、

高杯蓋１点（68）、壺３点（80〜82）、土師器には高杯２点（89・90）、手づくね土器１点（99）などが

ある。東群は谷の西岸より約４ｍ東付近に位置する。他の群に比べると広く散らばっている。土師器甕

１点（94）、土師器高杯２点（87・88）以外は須恵器である。須恵器には杯身２点（60・62）、杯蓋１点（54）、

有蓋高杯１点（72）、無蓋高杯１点（78）、高杯蓋２点（70・76）、甕４点（83〜86）などがある。北群

は西群・中群の約1.5ｍ北側に位置している。須恵器杯身１点（63）、須恵器杯蓋２点（56・58）、須恵

器高杯蓋１点（67）がある。

　臼玉は土器の集中箇所の北西側から南東側へ流れるよう出土している。南北2.5ｍ、東西３ｍの範囲で、

ベース面より上35〜10㎝で検出されている。

　北部では、谷の北からから約５ｍの位置で、須恵器、臼玉がまとまって出土している。南北0.5ｍ、東西1.5

ｍの範囲で、ベース面より上15㎝程度の位置で検出されている。須恵器杯蓋（101）・杯身（102）・有蓋

高杯（103）・𤭯（104）・蓋（105）、臼玉（J2）などが出土している。

　出土した遺物には土器・陶磁器・金属製品などがある。上層の溝や包含層から出土した遺物は多くな

い。邢窯・定窯系白磁が出土していることは注目される。下層では谷部から多量の須恵器・土師器、滑

石製臼玉がまとまって出土している。

　土器・陶磁器

　須恵器・土師器・白磁などが出土している。

　柱穴（図版19、写真図版15）

　上層検出の柱穴を含め出土した土器は、時期の判明するものについてはいずれも古墳時代に属するも

のである。ただし、谷部付近には多量の古墳時代の土器が散布していることから、直接柱穴に属するも

のかは判別しがたい。比較的良好な個体のみ図示する。

　44は須恵器無蓋高杯である。体部外面に櫛描波状文をもち、波状文の下と、底部内面にカキ目が施さ

れている。P07から出土した。

　45は須恵器杯蓋である。天井部の回転ヘラケズリの幅は広く、稜は鋭く突出している。P08から出土

した。
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　SD01（図版19、写真図版15）

　埋土から須恵器碗（46）と土師器破片が出土している。

　46は須恵器碗である。体部外面に一条の凹線をもつ。

　SD02（図版19、写真図版15）

　埋土から須恵器碗（47）と土師器破片が出土している。

　47は須恵器碗である。見込みにわずかながら凹みをもつ。口径16.2㎝、器高4.7㎝である。

　SD03（図版19、写真図版15）

　埋土から須恵器碗（48）・壺・甕（49）、土師器破片が出土している。

　48は須恵器碗である。見込みにわずかながら凹みをもつ。口径15.5㎝、器高4.75㎝である。

　49は須恵器甕の底部である。体部外面は平行タタキ、体部外面下端は板ナデ、底部内面はナデが施さ

れ、体部内面には同心円当具痕が残る。底部外面は縁寄りの部分のみ粗いナデが施されている。

　SD05（図版19、写真図版15）

　埋土から須恵器杯Ｂ蓋（50）・鉢（51）・破片（52）、緑釉陶器碗（53）、土師器破片が出土している。

　50は須恵器杯Ｂ蓋である。

　51は須恵器甕である。口縁部は短く、端部を横方向につまみ出している。体部外面にはカキ目が施さ

れている。

　52は須恵器底部である。底部外面は回転ヘラ切り後ナデが施され、墨書が認められる。墨書は「米」、

「歩」の可能性が考えられる。

　53は緑釉陶器碗である。口縁端部は外反する。焼成は軟質で、釉色は10YR7/6である。

　谷部（図版20〜24、写真図版16〜23）

　谷部では南部と北部で土器が集中して出土する箇所が存在する。特に南部から出土した土器が多い。

　南部で出土した土器には須恵器杯蓋・杯身・有蓋高杯蓋・有蓋高杯・無蓋高杯・壺・甕、土師器高杯・

碗・甕・壺・鉢・把手・ミニチュア土器、韓式土器甕などがある。

　54〜59は須恵器杯蓋である。天井部端に鋭い稜をもち、稜がするどく突出するものとしないものが

ある。口縁部端部に内傾する面をもっている。天井部の回転ヘラケズリの範囲は3/4以上のものが多く、

55のみ1/2強である。58は天井部外面に×字状のヘラ記号、天井部内面に同心円当具痕が認められる。

　60〜66は須恵器杯身である。口縁端部に内傾する面をもっている。底部の回転ヘラケズリの範囲は８

割程度のものが多い。明瞭に杯蓋とセットと考えられるものは認められなかった。

　67〜71は須恵器有蓋高杯蓋である。形態は杯蓋と同様で、つまみをもっている。つまみの中央がやや

盛り上がるものと盛り上がらないものがある。

　72〜77は須恵器有蓋高杯である。杯部の形態は杯身と同様で、脚部は短脚の３方長方形透かしであ

る。実80は脚部外面にカキ目が施されている。蓋と身のセット関係はサイズや胎土・焼成などから、67

と76、69と75、70と74、71と73がセットと考えられる。

　78は須恵器無蓋高杯である。杯部は杯蓋の上下を反転して利用している。脚部は短脚の３方円形透か
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しである。

　79は須恵器高杯の脚部である。実80と同じく外面にカキ目が施され、端部の形状も似通っている。

　80は須恵器広口壺である。口縁部は屈曲の弱い２重口縁状を呈している。屈曲部の外面には２状の突

帯をもち、頸部外面に櫛描波状文が施されている。口縁部内外面・体部内面上位〜下位・体部外面上位・

体部外面下位に回転ナデ、体部外面中位に板ナデ、底部外面にナデが施され、底部内面にユビオサエが

認められる。底部外面に「井」字状のヘラ記号が認められる。

　81は須恵器直口壺である。口縁部は鋭く上方へ延びている。口縁部内外面・体部内面上位〜下位・体

部外面上位・体部外面下位に回転ナデ、体部外面中位にカキ目、底部外面に平行タタキ後部分的に回転

ヘラケズリが施され、底部内面にユビオサエが認められる。

　82は須恵器短頸壺である。口縁部は鋭く上方へ延びている。口縁部内外面・体部内面・体部外面上位

〜中位に回転ナデ、体部外面下位〜底部外面に回転ヘラケズリが施されている。

　83〜86は須恵器甕である。83・84は小型の甕で、体部外面は平行タタキ後カキ目が施され、体部内面

には同心円当具痕を残している。85・86は大型の甕である。85は口縁端部が大きく拡張している。頸部

に２条の凹線が廻らされ、凹線の上に２段、凹線の下に１段の櫛描波状文が入れられている。下の波状

文の下にはカキ目が入れられている。体部外面は平行タタキが施され、体部内面には同心円当具痕が認

められる。86は下半部のみ比較的よく残っており、上半部の破片はほとんどない。口縁部は拡張する口

縁の下に１条の突帯をもち、頸部には２段の櫛描波状文が廻らされている。体部外面は平行タタキ、体

部内面はナデが施されている。

　87〜91は土師器高杯である。87は有稜高杯である。脚部の接合は円盤充填である。表面は磨滅してい

る。88は有稜有段高杯である。脚部の接合は円盤充填である。杯部内面はヨコハケ後ヨコナデ、杯部外

面はタテハケ後ヨコナデが施されている。89・90は碗形高杯である。脚部との接合は接合式である。89

は口縁端部が外反している。杯部は表面が磨滅している。脚柱部外面〜脚裾部外面はタテ方向の板ナデ、

脚裾端部外面〜脚裾部内面はユビオサエが施されている。90は表面が磨滅している。

　92・93は土師器碗である。92は丸底の碗である。表面は磨滅している。93は平底の碗である。表面が

ほとんど磨滅しているが、部分的にハケ目が残る。

　94〜96は土師器壺である。94は口縁部が短く外反する。表面は磨滅している。95は口縁部が二重口縁

状である。体部外面はハケ目、口縁部内外面〜体部内面上半はヨコナデが施されている。96は口縁部が

短く外反している。体部外面はナデ、体部内面はナデ及び板ナデが施されている。

　97は土師器不明品である。内傾する口縁部状の破片である。内外面ともハケ目が施されている。

　98は土師器把手である。

　99は土師器手づくね土器である。

　100は韓式系土器甕である。口縁部は退化した二重口縁状である。体部外面は格子タタキ、体部内面

はハケ目が施されている。焼成は土師質である。

　北部で出土した土器には須恵器杯蓋・杯身・有蓋高杯・無蓋高杯・壺・𤭯・甕・蓋、土師器高杯・碗・

甕、製塩土器などがある。101〜107は谷部北部の裾付近でまとまって出土したものである。

　101は須恵器杯蓋である。稜はやや甘く、天井部のヘラケズリは1/2程度である。

　102は須恵器杯身である。底部のほとんどはヘラケズリがなされている。

　103は須恵器有蓋高杯である。脚部は短脚の３方円形透かしで、透かしの方向は不均一である。縦方
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向に１本の沈線が入れられている。

　104は須恵器𤭯である。底部外面は回転ヘラケズリが施されている。

　105は須恵器蓋である。天井部外面は回転ヘラケズリが施されている。

　106は製塩土器である。器壁は薄い。外面はユビオサエ、内面は横方向のナデが施されている。

　107は須恵器杯蓋である。稜は鋭く突出している。

　108・109は須恵器杯身である。

　110・111は須恵器高杯脚部である。

　112は須恵器無蓋高杯である。

　113は須恵器短頸壺である。

　114は須恵器甕である。

　115は土師器高杯である。有稜高杯である。表面は磨滅している。

　116は土師器碗である。底部は丸底で、表面は磨滅している。

　117〜120は土師器甕である。表面はほとんど磨滅している。117は小型の甕である。口縁部は直線的

に外傾している。118は口縁部が内側に肥厚している。119は口縁部が二重口縁である。120は口縁部が

強く外反して開いている。

　包含層（図版24、写真図版23）

　121は土師器鍋である。口縁端部は外側へつまみ出されている。体部外面は平行タタキ、体部内面は

ナデが施されている。

　122は白磁底部である。蛇の目高台で、内面・体部外面〜高台脇が施釉されている。邢窯・定窯系と

考えられる。

　123〜124は白磁碗である。森田・横田分類白磁碗Ⅳ類である。

　玉類

　玉類はいずれもB-2区谷部から出土した。臼玉、小玉、不定形有孔板、剥片が出土している。未製品

は出土していない。臼玉のうち約1500点が水洗選別によって検出できたものである。

　臼玉（図版25〜28、写真図版24〜26）

　臼玉は孔が一周するものが1890点（総重量213.53ｇ）、その他の破片が総重量9.05g（約80点分）出土した。

J1がＰ16、Ｊ2が谷部中部土器群付近、Ｊ3・4が谷部中部上層、Ｊ5〜25・27〜1891が谷部南部で出土し

た。石材はいわゆる滑石である。

　臼玉の色調は大きく緑色系（1663点）と非緑系（227点）に分かれる。緑色系のものは10GY4/2（610

点）、10GY3/2（527点）のものが多い。透明感のあるガラス質のものが多く、薄く剥離するものが多い。

非緑色系のものには黒色〜白色まで幅があるが10Y5/2（67点）、10Y6/2（37点）のようなわずかに黄味

がかった灰色のものが中心を占めている。また、N2/0（11点）のような光沢のない黒色を呈する一群

も存在する。

　臼玉の形態は算盤形（A類）、俵形（B類）、筒形（C類）に分類し、A類のうち側面の稜が直線的でなかっ

たり、不明瞭であるものをA’類とした。緑色系のものは74％（1235点）がA’類で、21％（353点）がC類、５％
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（73点）がA類、０％（２点）がB類である。

非緑色系のものは48％（109点）がA’類で、

30％（353点）がC類、20％（45点）がA類、

２％（５点）がB類と、Ａ・Ｃ類の比率が高い。

光沢のない黒色を呈する一群はＣ類のものが

多い。

　サイズは緑色系のものが径5.3㎝のものが

最多で、径4.7㎝〜5.7㎝のものが多く、さら

に径6.2㎝前後のものも一定量存在している。

非緑色系のものは径4.2㎝〜4.7㎝のものが多

く、緑色系に比べて小さいものが多い。高さ

５㎝前後の特徴的な一群も認められる。

　側面は擦痕が認められるものがほとんどで

ある。穿孔面に擦痕が認められるものは緑色

系で３％（51点）、非緑色系で６％（13点）

と少なく、平滑な剥離面もしくは破面のまま

であるものと思われる。

　小玉（図版28、写真図版26）

　小玉は谷部南部で１点（J26）のみ出土した。

径2.7㎝、高2.0㎝と小さい。色調は赤色（10R4/6）である。石材種は不明である。

　不定形有孔板（図版28、写真図版27）

　不定形有孔板は谷部から２点出土している。板状の破片で、穿孔が認められる。石材は緑色系の臼玉

と同様である。J1892は表裏両面とも擦痕が認められ、J1893は擦痕が認められない。重量はJ1892が0.36

ｇ、J1893が0.73ｇである。

　剥片（図版28、写真図版27）

　剥片は谷部南部で、総重量17.07ｇが出土した。石材は緑色系の臼玉と同様である。長15㎜以上のも

の（J1894〜J1898）が2.09ｇ、長15㎜未満のものが6.66ｇ、長10㎜未満のものが7.78ｇ、長５㎜未満のも

のが0.54ｇである。

　金属製品（図版29、写真図版27）

　M4は不明鉄製品が出土している。細い板状の破片である。表面に木質が付着している。谷部から出

土したものである。

Ａ類
Ａ’類
Ｂ類
Ｃ類
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第5図　玉の型式
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第４章　自然科学的分析
第１節　貴志・下所遺跡出土滑石製品の産地同定

　滑石とは超苦鉄質岩の熱水変質物として､またある種の広域変成岩の主成分として産し､ドロマイト

（苦灰岩）の熱変成によってもつくられる（加藤・岩崎2000）。この中で超苦鉄質岩や変成岩のうちの塩

基性凝灰岩などという言葉は地質学における岩石名である。これらは本来火成岩に由来するものであり、

分析は火成岩の分析としておこなわなければならない。滑石には大きく分けて超塩基性岩の蛇紋岩から

変質してなるものと高圧型で低温領域の環境で塩基性凝灰岩が変質してなるものとがあり､両者の化学

組成は異なるのが一般的である。

㈱第四紀地質研究所　井 上　巖

はじめに

　火成岩の分類とは第１表火成岩分類表のSiO2の量によって分類される。岩石の分類は主要元素である

珪素（Si）の酸化物濃度で分析値を出さないと何岩を分析しているのかがわからないのである。分析者

がかってにサヌカイトであるといい、Ca／Kのような比で出すような分析結果では正当な分析ではない。

現在の蛍光Ｘ線分析装置では岩石の主要元素を指定し、酸化物か元素かを指定すれば酸化物濃度や元素

濃度を瞬時にソフトが計算してくる。蛇紋岩は超塩基性岩であり、第１表には記載されていない。超塩

基性岩とはSiO2が45％以下のものを言うのである。これらの関係は第１図火成岩分類図に示してある。

　岩石学的に分類するということは図に示すようにSiO2が何％であるかを出さない限り分類できないこ

とは明瞭である。

１　岩石学的分類とは

　兵庫県貴志・下所遺跡出土の玉類と原石は以下に示す条件で分析した。

　１）分析はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本電子製JSX-3200）で行なった。

　この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法（FP法）による自動定量計

２　実験条件

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第1表　火成岩分類表 第1図　火成岩分類図
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算システムが採用されており、6C〜92Uまでの元素分析ができ、ハイパワーＸ線源（最大30kV、4ｍA）

の採用で微量試料〜最大290㎜ф×80㎜Hまでの大型試料の測定が可能である。小形試料では16試料自

動交換機構により連続して分析できる。分析はバルクFP法でおこなった。FP法とは試料を構成する全

元素の種類と濃度、Ｘ線源のスペクトル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数など装置定数や物

性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法である。

　実験条件はバルクFP法（スタンダードレス方式）、分析雰囲気＝真空、Ｘ線管ターゲット素材＝Rh、

加速電圧＝30kV、管電流＝自動制御、分析時間＝200秒（有効分析時間）である。また、分析にあたっ

ては標準サンプルを分析し、キャリブレーションを行い、装置の正常さを保って行った。

　２）分析対象元素はSi, Ti, Al, Fe, Mn, Mg, Ca, Na, K,　P,  Rb, Sr, Y, Zrの14元素、分析値は岩石の含

水量＝０と仮定し、酸化物の重量％を100％にノーマライズし、表示した。

　地質学的には分析値の重量％は小数点以下２桁で表示することになっているが、微量元素のRb, Sr, Y, 

Zrは重量％では小数点以下３〜４桁の微量となり、小数点以下２桁では０と表示される。ここでは分

析装置のソフトにより計算された小数点以下４桁を用いて化学分析結果を表示した。

　主要元素と少量元素の酸化物濃度（重量％）でSiO2-Al2O3, SiO2-MgO,K2O-CaOの各相関図を作成した。

　遺跡出土遺物としての化学分析は平成２年〜５年にわたって、大阪府文化財センターの池島遺跡（池

島､神並､佐堂､府教委を総合した呼称）の遺物と和歌山系の滑石の原石､平成６年の京都府埋蔵文化財調

査研究センターの下植野南遺跡・桑飼上遺跡出土遺物と八鹿系と大江山系の原石を分析した。なお、大

阪府や京都府の小玉と原石の分析は以下の分析条件で分析した。

　１）元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置をセッ

トし、実験条件は加速電圧：15kV、分析法：スプリント法、分析倍率：200倍、分析有効時間：100秒、

分析指定元素10元素で行った。また、分析にあたっては標準サンプルを分析し、キャリブレーションを

行い、装置の正常さを保って行った。

　２）分析対象元素はSi,Ti,Al,Fe,Mn,Mg,Ca,Na,K,Niの10元素、分析値は岩石の含水量＝０と仮定し、酸

化物の重量％を100％にノーマライズし、表示した。

　当初は大阪府と京都府のデータは別々に分析したものであり､対比はおこなわなかった。その後、池

島遺跡の遺物と下植野南遺跡・桑飼上遺跡の遺物を対比し､原石との関連性を検討した。

　分析結果に基づいて第２図SiO2-Al2O3図、第３図SiO2-MgO図、第４図K2O-CaO図に示すように遺跡

出土遺物と原石図を作成した。

　１）第２図SiO2・Al2O3図に示すようにSiO2が30〜50％、Al2O3が10〜35％の領域には遺跡出土遺物が

集中し､その領域は変成岩に由来する領域にあり、三波川系かあるいは御荷鉾系の塩基性凝灰岩と推察

される。この領域には大阪府の池島・神並遺跡の遺物と京都府の下植野南・桑飼上遺跡の遺物が共存

し､同じ原石のルートから供給されたものと推察される。八鹿系の原石はSiO2が55〜65％、Al2O3が０〜

10％の領域に分布し、池島遺跡の小玉、石製品がこの領域にあり、原石と石製品との関連性が認められる。

和歌山系原石はSiO2が40〜60％、Al2O3が０〜10％、大江山系の原石はSiO2が40〜50％、Al2O3が０〜５％

３　遺跡出土滑石系製品と結晶片岩系製品の分析例
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第2・1図　SiO2-AlO3図（大阪・京都小玉と原石）

第3・1図　SiO2-MgO図（大阪・京都小玉と原石）

第4・1図　K2O-CaO図（大阪・京都小玉と原石）
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第2・2図　SiO2-AlO3図（貴志・下所遺跡）

第3・2図　SiO2-MgO図（貴志・下所遺跡）

第4・2図　K2O-CaO図（貴志・下所遺跡）
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の領域に分布し、遺跡出土石製品との関連性は認められな

い。SiO2が55〜70％、Al2O3が20〜30％の領域には池島小

玉H2、SiO2が65〜80％、Al2O3が12〜18％の領域には池島

小玉H3があり、これら２つの領域は池島遺跡の石製品で

のみ検出されるタイプである。

　２）第３図SiO2-MgO図に示すようにSiO2が30〜50％、

MgOが10〜40％の領域には変成岩に由来する緑色岩類の

遺跡出土遺物が集中する。SiO2が40〜60％、MgOが20〜

35％の領域には和歌山系の滑石の原石、SiO2が40〜50％、

MgOが45〜50％の領域には大江山系の原石が分布する。

第２図SiO2-Al2O3図では両者は近い領域にあったが第３図

では両者の領域は異なり、異なる原石であることがわかる。

SiO2が55〜75％、MgOが20〜35％の領域には遺跡出土遺

物と八鹿系の原石が共存する。SiO2が55〜70％、MgOが

０〜２％の領域には池島小玉Ｈ2､SiO2が65〜85％、MgO

が０〜２％の領域には池島小玉H3が分布し､その組成が異

なることがわかる。

　３）第４図K2O-CaO図に示すように八鹿系、和歌山

系、大江山系の各原石はK2Oが微量か検出されないものが

多い。塩基性凝灰岩系の遺跡出土遺物はK2Oが０〜３％、

CaOが１％以下の領域、K2Oが2.7〜4.5％、CaOが１〜７％

の領域に分布し、前者は塩基性凝灰岩系１、後者を塩基性

凝灰岩系２として分類した。

　第２表化学分析表には分析結果と原石対比結果が記載してある。第３表原石対比表は同定結果のみを

記載したものである。

　１） 最も多く検出されたのは塩基性凝灰岩類のうち塩基性凝灰岩系１が46個の分析のうち24個が検出

され、全体の52％が該当する。この中にはK-41，43，45の３個の剥片が含まれている。K-21は

K2Oの値が高く、幾分塩基性凝灰岩系１の組成と異なるので塩基性凝灰岩系１？とした。

　２） 塩基性凝灰岩系２は８個検出され、17%が該当する。K-42，44の剥片が含まれる。

　３） 八鹿系に対比されるものは13個で臼玉は12個、加保の原石１個が対比される。

　４） K-3は異質な小玉で、八鹿系、塩基性凝灰岩系１、塩基性凝灰岩系２のいずれにも対比されず、

池島小玉３に近いものであると推察される。

　５） 大江山系と和歌山系に対比されるものはない。

　６） 第５図加保原石X線回折試験チャートに示すように2θ＝9.42°は滑石でI=5483と積分強度が高く、

滑石成分が卓越している。2θ＝12.38°は蛇紋石でI=278と積分強度が小さい。2θ＝6.22°は緑泥

４　貴志・下所遺跡出土玉類と原石の分析結果
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第5図　加保・原石X線回折試験チャート

石でI=165と積分強度が小さい。全体に滑石化が進んでいる。

引用文献
井上巖1999「滑石製品の分析」『京都府遺跡調査報告書』第25冊　㈶京都府埋蔵文化財調査研究センター
井上巖1999「池島･福万寺遺跡出土滑石製品の分析」『池島･福万寺遺跡２』　㈶大阪府文化財センター
加藤昭・岩崎正夫2000「滑石｣『地学辞典』平凡社
周籐賢治・小山内康人2002「解析岩石学」『岩石学概論下』p149-150共立出版

まとめ
　以上の分析結果で分かるように、既分析の大阪府文化財センターの池島遺跡（池島､神並､佐堂､府教

委を総合した呼称）出土の遺物と平成６年の京都府埋蔵文化財調査研究センターの下植野南遺跡・桑飼

上遺跡出土遺物の分析結果と原石との関連性の傾向は貴志・下所遺跡出土遺物の分析結果の傾向と合致

しており、設定された領域以外のものは検出されないことから、同じような原石を使って小玉や臼玉な

どの石製品を制作しているものと推察される。原石の種類は限定され、広い地域でその原石を使って石

製品を制作し、そのため広い地域で同じような分析結果が出ているものと思われる。
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第５章　まとめ
第１節　古墳時代
　古墳時代については前期の流路跡（A-2区）、後期の掘立柱建物跡（A-2区SB01）、後期の祭祀跡（B-2

区谷部）が検出された。ここでは資料がまとまって出土した祭祀跡について述べる。

土器について

　B-2区谷部南部では須恵器・土師器などがまとまって出土している。須恵器には杯身７点（60〜66）、

杯蓋６点（54〜59）、有蓋高杯６点（72〜77）、無蓋高杯１点（78）、高杯１点（79）、高杯蓋２点（67〜

71）、壺３点（80〜82）、甕４点（83〜85）、土師器には高杯４点（87〜90）、椀１点（93）、甕２点（94・

95）、壺（96）、手づくね土器１点（99）などがある。谷の岸より遠い東側に甕が集中し、その西側に壺

が３点位置し、その周囲にその他の土器が配されているように見える。

　須恵器の杯蓋は、天井部に稜をもち、稜は突出するものとなだらかなものがある（第７図）。口縁部

端部には内傾する面をもっている。口径が11㎝台のものが多い。須恵器の杯身は口縁端部に内傾する面

をもっている。口径10㎝台のものが多い。須恵器の高杯は脚部が短脚で、３方長方形透かしのものが多

く、円形透かしのものが無蓋高杯（78）の１点のみである。ただし、他の箇所では円形透かしのものが

３点出土している。これらの特徴から須恵器の時期はTK47型式併行と考えられる（田辺1981）。

　周辺では萬代古墳群、川除遺跡、川除古墳群、郡塚１号窯で同時期の須恵器がまとまって出土している。

萬代古墳群は、武庫川左岸に位置し、三田市内で最も早く木棺を埋葬施設とする初期群集墳が形成され

た古墳群と評価されている（三田市史2010）。第７図に図示した高杯は脚部が長方形３方透かしで、杯

部がやや異形のものであるが、円形透かしのものも多く出土しているようである。川除遺跡は武庫川左

岸に位置し、後期の竪穴住居跡が13棟検出されている（兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所1992、

三田市史2010）。出土した須恵器の蓋杯類は貴志・下所遺跡よりは口径が大きく、口縁部端面の内傾が

弱いものが多く、TK23型式併行と思われる。川除古墳群は川除遺跡の東側の丘陵に位置し、その墓域

とされる古墳である（三田市史2010）。TK47型式併行の須恵器が出土している。郡塚１号窯は武庫川の

支流である青野川流域に位置している（兵庫県教育委員会1977）。県内における初期須恵器窯のひとつで、

TK208型式〜TK23型式に位置付けられている。高杯の脚部の透かしが円形のものが多いことが特徴的

とされている。

　このように貴志・下所遺跡周辺では５世紀後葉頃に集落・古墳において須恵器使用の開始が認められ、

須恵器そのものの生産も開始されている。三田市域においては奈良山１号墳に続く前期古墳は認められ

ず、典型的な中期古墳も存在は確認されていない（川口2010）。中期の集落の存在も貴志・下所遺跡で

竪穴住居跡が１棟確認されている他はほとんど確認されておらず、当地域の開発は５世紀後葉から一気

に進んだものと考えられる。

玉類について

　玉類はいずれもB-2区谷部から出土した。玉類のほとんどは谷部南部の土器集中箇所の北西側から南

東側へ流れるよう出土している。臼玉1890点（破片9.05ｇを除く）、小玉１点、不定形有孔板２点、剥
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（広瀬 2002）
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片17.07ｇと臼玉以外のものはほとんどない。

未製品は出土していないが、少量の剥片が出

土していることから集落内の調査区からはや

や離れた場所で玉の生産がおこなわれたこと

がうかがえる。

　①臼玉の形態

　臼玉の形態は算盤形（A類）、俵形（B類）、

筒形（C類）に分類し、A類のうち側面の稜

が直線的でなかったり、不明瞭であるもの

をA’類とした。比率はA’類が71％、C類が

22％、A類が６％、B類が0.4％である。算盤

形のものからやや形が崩れた段階のものに、

筒形のものが加わる状況は篠原氏のB3類にC

類が加わる５世紀中葉・後葉段階に相当する

といえよう（篠原1995）

　②臼玉の色調とサイズ

　サイズは緑色系のものが径5.3㎝のものが

最多で、径4.7㎝〜5.7㎝のものが多く、さら

に径6.2㎝前後のものも一定量存在している

（第８図）。非緑色系のものは径4.2㎝〜4.7㎝

のものが多く、緑色系に比べて小さいものが

多い。高さ５㎝前後の特徴的な一群も認めら

れる。ほぼ同時期で同様の特徴をもつ約3000

点の計測を行った池島・福万寺遺跡出土の臼

玉の法量の散布状況ともよく似かよっている（広瀬2002）。

　③臼玉の色調と材質

　今回出土した玉類のうち臼玉39点、小玉１点、剥片５点について材質の蛍光X線分析を行った（第４

章第１節）。その結果、臼玉27点、剥片５点が塩基性凝灰岩類に分類され、臼玉12点が八鹿系の滑石に

分類された。また、塩基性凝灰岩類は塩基性凝灰岩系１、塩基性凝灰岩系２に分類されている。このう

ち塩基性凝灰岩類と分類されたものはいずれも緑色系の石材であり、八鹿系原石と分類されたものは12

点のうち10点が非緑色系の石材である（緑色系のうちJ823は10GY7/1とやや色が薄いものである）。

　また、今回の分析結果と大阪府と京都府の遺跡で出土した玉類についての分析結果と比較して、成分

の領域の傾向はほぼ一致していることも示されている。この結果からすると、特定の石材産地から広域

に石材が流通している可能性がうかがわれる。今後も分析例が増やされ、同石材の流通範囲が明らかに

され、特に出土数の多い塩基性凝灰岩類の産地が特定されることが望まれる。

臼玉の大量出土遺跡について

　県内では臼玉が100点以上出土している集落・祭祀遺跡が12遺跡存在する（第５表）。最も多いのは
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5300点以上出土している新方遺跡野手・西方地区である。方形の土坑中から大量の須恵器・土師器とと

もに滑石製品が出土している。滑石製品は土器集積後に撒かれたと考えられている。この遺構は集落中

に位置しているものと思われる。松野遺跡では2652点の臼玉が出土している。松野遺跡は北側に豪族居

館跡として著名な１次調査地区とその南側約100ｍに位置する第３〜７次調査区に分かれ、滑石製品は

南側の地区で出土している。住居跡、溝、井戸、用途不明土坑などから多量の須恵器・土師器とともに

出土しており、溝、用途不明土坑からの出土が多い。また、原石・剥片・未製品なども多数出土してお

り、玉類の製作も行われていた。北側の１次調査区が非日常的な空間に対して、南側の３〜７次調査区

は居住区と考えられ、特に溝に囲まれた竪穴住居を伴わない居住域の一角で滑石製品を製作し、大量に

利用した規模の大きな祭祀が行われたものと思われる。木戸原遺跡では臼玉が1459点出土している。３
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第9図　滑石製品の出土位置

松野遺跡（神戸市）

東前畑遺跡（姫路市）

木戸原遺跡（南淡路市）

貴志・下所遺跡（三田市）

後期祭祀遺構

後期掘立柱建物

前期流路

後期竪穴住居

中期竪穴住居

網掛け部は三田市教育委員会調査
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網掛け部は滑石製品出土位置

網掛け部は滑石製品出土位置

網掛け部は滑石製品出土位置

第５表文献11

第５表文献12

第５表文献2　口野2001
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次調査４区・４次調査Ⅰ区では北側に周囲に柵列（四面庇か）をもつ掘立柱建物や屋内棟持柱をもつ掘

立柱建物、大型竪穴住居からなる集落が位置し、いわゆる居館跡と評価できるものである。その南側の

不整形土坑群や溝から玉類が多く出土し、鉄鋌が含まれていることも注目される。また、大型建物群に

引き続いて、この集落の北側100〜300ｍに位置する集落では竪穴住居で玉類、剥片、未製品などが出土

しており、玉類の生産・祭祀が行われたと推測されている。東前畑遺跡では屋内棟持柱をもつ大型建物

を含むL字形の建物群が想定され、いわゆる居館跡と評価できるものである。滑石製品が出土したのは

その南側に位置する浅い三日月形の落ち込みで、臼玉は164点であるが、滑石原石や大量の剥片、未製品、

土師器、鉄製品を伴っている。

　このように、臼玉が大量に出土するのは居館の近辺の溝や落ち込み状の遺構が多いことがよくわかる。

また、居館・集落内で玉の製作もおこなっていることも同様である。貴志・下所遺跡では今回の調査区

の西側で、三田市教育委員会の調査により古墳時代中期・後期の竪穴住居跡の存在が明らかにされてお

り、東側の縁辺部で玉を利用した祭祀が行われたものと考えられる。三田市域では唯一の中期の住居跡

が検出されている遺跡でもあり、この地域の中核的な遺跡として居館跡の存在も想定されてよいだろう。

第２節　平安時代
　平安時代については前期と後期の遺構・遺物が検出されている。前期についてはB-2区で溝（SD05）

が検出され、A-1区北西部、A-2区壁面の柱穴が前期に属する可能性がある。後期についてはB-2区で

溝（SD01〜03）が検出されている。集落の東辺部に位置しているものと思われる。ただし、遺物につ

いては溝の埋土や包含層から若干の須恵器・土師器に交じって緑釉陶器、邢窯・定窯系白磁、皇朝十二

銭などが出土している。

　県道黒石三田線を挟んで東側については三田市教育委員会により９次に及ぶ調査が行われている（三

田市史2010）。各調査区は面積が狭いことにより建物跡は復元できないが、多数の柱穴が検出されてい

る。また、後期については白磁碗が副葬された木棺墓が検出されており、屋敷墓の可能性が高いであろ

う。遺物については奈良時代末〜平安時代前期にかけての須恵器・土師器が比較的まとまって出土して

おり、緑釉陶器、製塩土器、銅印などの遺物も含まれている。

　ここでは、平安時代前期のこの遺跡の特殊性を示す緑釉陶器、邢窯・定窯系白磁、皇朝十二銭、銅印

について検討する。

緑釉陶器

　緑釉陶器は三田市調査分も含めて10点出土している。碗皿類は８点で、底部はいずれも削り出しで、

輪高台、蛇の目高台、平高台のものがある。ただし、蛇の目高台のもの（37）は施釉が認められず、素

地と考えられる。いずれも京都系の緑釉陶器で、高台脇の削りが雑な39が10世紀代まで下るのを除けば、

その他は９世紀代のものと考えられる。この他に壺、香炉がある。

　三田市内では他に乾遺跡、井ノ方遺跡、旧金剛寺跡、対中遺跡で碗が出土しているが、いずれも１点

のみである（愛知県陶磁資料館、五島美術館1998）。壺・香炉については県内でも出土例が少なく、壺

は日暮遺跡（神戸市）、香炉は上小名田遺跡（神戸市）、袴狭遺跡（豊岡市）で出土しているにすぎない。
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第10図　平安時代の遺物

B-2区　白磁

三田市調査　銅印

三田市調査　製塩土器

三田市調査　緑釉陶器

B-2区　緑釉陶器

A-2区　神功開寶

A-2区　緑釉陶器

網掛け部は三田市教育委員会調査

0 50m0 50m

三田市調査分は三田市史2011より
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邢窯・定窯系白磁

　底部が１点出土している。高台は蛇の目高台で、内面・体部外面〜高台脇が施釉されている。邢窯・

定窯系白磁の県内での出土例は希少で、他に禰布ヶ森遺跡（豊岡市）出土の輪花碗しかない（日高町教

育委員会1976）。初期貿易陶磁器のうち邢窯・定窯系白磁（Ⅰ類碗）は越州窯に比べて９世紀の官の専

売権が強いうちに本州（京を中心）に多くもたらされたものとされている（土橋1995）。

皇朝十二銭

　天平神護元年（765）初鋳の神功開寶が１点出土している。三田市内では同じく貴志に所在する奈良

山遺跡で神功開寶が３点出土している（兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所1993年）。

銅印

　昭和57年度の三田市教育委員会による調査で出土した。印面が方2.6㎝、印文は「満」、鈕は莟鈕有孔

である（高島1983b、三田市史2010）。印文、サイズからみて私印と考えられている。出土印の年代に

ついては大半のものが９世紀代から10世紀前半代のうちに収まるとされている（田路1999）。

　県内での銅印の出土例は他に下小名田遺跡（神戸市）、市辺遺跡（氷上市）、袴狭遺跡（豊岡市）がある。

小結

　緑釉陶器は出土数が多く、緑釉陶器壺・香炉、邢窯・定窯系白磁、銅印などは出土数がきわめて希少

なものである。これらの遺物は国衙・郡衙などの官衙遺跡が出土することが多いものである。ただし、

貴志・下所遺跡は遺跡の規模・出土遺構・遺物の内容から、それらの性格は考えることができない。９

世紀後半〜10世紀前半において貴志・下所遺跡が国衙・郡衙あるいは平安京と強い関係をもつ、開発拠

点であったと考えられる。
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A地区

土層断面図
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B-1区　畦畔・B-2区　SD01・02
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表土 
2.5Y5/1黄灰　極細砂 
10YR7/6明黄褐　極細砂（シルト・小石粒を含む） 
10YR7/1灰白　極細砂（シルト・小石粒を含む） 
10YR6/1褐灰　極細砂（シルトを含む） 
10YR6/1褐灰　シルト（極細砂を含む、鉄分・マンガン沈着） 
10YR6/1褐灰　シルト（極細砂を含む） 
10YR5/1褐灰　シルト（極細砂を含む、マンガン沈着） 
10YR5/1褐灰　シルト（極細砂を含む、鉄分沈着） 
N5/灰　シルト（極細砂を少量含む） 
N5/灰　シルト（オリーブ灰シルトを含む） 
10YR2/1黒褐　極細砂（シルトを含む、マンガン沈着、固くしまる） 
10YR8/6黄橙シルト（極細砂を含む） 

1 
2 
3 
4 
5 
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8

表土 
5Y6/1灰　砂質シルト（細砂～粗砂、径10㎝大の礫を含む） 
10YR6/1褐灰　砂質シルト（細砂～粗砂、径１㎝大の礫を含む） 
5Y7/1灰白　シルト（極細砂～粗砂、径１㎝大の礫を含む） 
10YR5/1褐灰　シルト（粗砂～極細砂、径５㎝大の礫を含む） 
N5/灰　シルト（極細砂を含む）：SD01 
N4/灰　シルト（極細砂を含む）：SD02 
10YR7/6明黄褐　極細砂（シルトを含む） 
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B-2区

SD03・04

1 
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N4/灰　シルト（極細砂を含む） 
2.5Y4/1黄灰　細砂（シルトを含む） 
10YR4/1褐灰　細砂（極細砂～粗砂、シルトを含む） 
N5/灰　シルト（極細砂を含む） 
N5/灰　シルト（極細砂を多く含む） 
N4/灰　シルト（極細砂を含む、最下層に礫） 
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B-2区

SD05・下層柱穴
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B-2区

谷部全体図

０ ４ｍ 
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B-2区

谷部南部土器群
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B-2区

谷部南部土器出土位置図
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B-2区

谷部南部玉出土位置図
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B-2区

谷部北部土器群
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A-1区土器・2区　土器1
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A-2区土器2・B-1土器・B-2区　土器1
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B-2区
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B-2区

土器3
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B-2区
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B-2区

土器6
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B-2区

玉1
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B-2区
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B-2区
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B-2区

玉4　
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木器・金属器
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写真図版1

調査地遠景（南から）



写真図版2
A地区

上層全景（南から）



写真図版3
A-1区

北部遺構群（北から）

Ｐ01（西から）

北壁サブトレンチ
（南から）



写真図版4
A-2区

上層全景（北東から）

下層北部（南から）



写真図版5
A-2区　

SB01（西から）

SK01（西から）

SK01焼土（南から）



写真図版6
A-2区

SK01P16（西から）

流路（東から）

神功開寶出土状況
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B-1区　

下層全景（東から）

畦畔（北から）

SK01（北から）
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B-2区

上層全景（南から）

上層北部（南から）
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B-2区　

下層全景（南から）
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B-2区

SD03（西から） SD03（東から）

谷部南部土器群（南から）
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B-2区

谷部南部土器群（南から）

谷部南部土器群（西から）

谷部南部土器群（南から）
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B-2区

谷部南部土器群（西から）

谷部北部土器群（南から）

谷部北部炭層（東から）
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B-2区
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B-2区
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玉4・木器・金属器
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